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令和８年度第１回島田市男女共同参画推進委員会 会議要録 

 

１ 日時 

令和８年８月 19日（水）19時～20時 10分 

 

２ 場所 

島田市役所３階 大会議室 

 

３ 出席者 

 委 員 ：犬塚協太 氏、松浦優子 氏、丸尾友美恵 氏、増田せつ子 氏、林 邦彦 氏 

 事務局 ：齋藤地域生活部長、林市民協働課長、藤原市民協働課係長、藤田市民協働課主査 

 

４ 内容 

(1) 資料の確認 

事前郵送資料／次第、資料１、資料２、資料 3-1、3-2、3-3、実施計画書の冊子 

 

(2) 齋藤部長挨拶 

（事務局紹介） 

 

(3) 報告事項 

① 令和７年度男女共同参画推進事業報告 

② 令和８年度男女共同参画推進事業計画 

資料１、２にしたがって、事務局より説明。 

 

《質疑》 

Ａ 委 員：令和７年度人材育成事業について、継続して４回受講するのか。また、

各回の参加者の実人数はどれくらいか。 

事 務 局：そうである。各回２～３人、多い時で７人だった。 

Ａ 委 員：女性フォーラムに登壇していただいた以外に、定期的なフォローアッ

プを実施しているのか。 

事 務 局：初めての取組だったため、そこまで実施できていない。参加した方々

（特に登壇した方々）は参加を希望されると思うので、今後検討して

いく。 

Ａ 委 員：参加者が自発的に集まるような取組はできないか。 

事 務 局：交流の機会を作ったが、20～30分しか時間がなかった。今後、実施す
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る際には、より付き合いが出るような形を考えていきたい。 

Ｂ 委 員：今年度も４回に分けて実施するのか。 

事 務 局：今年度も全４回の講座で実施したいと考えている。女性フォーラムと

サイクルを回せるような形にしたい。 

Ｃ 委 員：具体的には、女性に市の審議会や委員会などへ積極的に参加してもら

えるよう、行政の仕組みを理解するとともに意見を言える人を育成す

るということで良いか。 

事 務 局：そうである。 

Ｄ 委 員：昨年度の女性フォーラムでは、島田市の女性経営者がご登壇されてお

り、持っているものや発言できるものがたくさんある方々だと感じた。

今年度は、昨年度よりもパネリストの年齢層が下がり、静岡大学の学

生や市外出身の方が登壇され、とても良かった。フォーラムの場で、

あれだけ発言できるというのは、元々ベースがあったと思うが、それ

をさらに磨いて自信を持つようになったのだと感じる。できれば形を

変えながら、もう一度集まれるリユニオンや同窓会のような企画を作

ってあげるのが良いと思う。 

事 務 局：おっしゃる通りである。何回か実施した後に、そういった企画があっ

た方が良いと思う。昨年度、市長にロールモデルとしてお話いただい

た際に、皆さんが一番引っ張られている感じがあった。市の最大の強

みであるそういった点も考慮して、バージョンアップしていきたいと

思う。 

Ｄ 委 員：もともとは女性議会という名前だったが、段々とユニバーサルに広が

ってきた感じがする。 

Ｃ 委 員：遠い将来には、参加者の中から立候補して議員になってくれることが

一番良い。いきなりそこに達するのは無理だとしても、子育て関係な

どで、少しずつ自分の意見をきちんと言える女性を育成し、サイクル

を回しながら進めていくのが良いと思う。単発で終わらせることなく、

いかに継続してそういった人材育成に繋げるかが大事である。 

Ｅ 委 員：昨年度よりも、女性フォーラムの参加者が多いように感じた。男性や

年配の方も来られていたが、去年と比べて変えたことがあるか。 

事 務 局：昨年度は、広報まで十分に手が回っていなかった。今年は、男性や年

配といったフォーラムに来ていただきたい方々については、市の幹部

職や自治会の役員にも積極的に声かけした。また、昨年度は市内で活

躍している方や経営者をパネリストに招いたこともあり、市内の企業

を中心にご案内をした。今年度は大学生や子育てをしているママ世代

がパネリストということもあり、子育て支援センターや育休中のお母
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さんが集まる場に出向き、宣伝した。 

Ｃ 委 員：私が教えているゼミの学生も参加したが、来年度以降は、島田市内の

若い人、大学生だけでなく高校生にも来てもらえると、長期的な人材

育成の面において非常に良いと思う。 

Ｄ 委 員：２～３日前に島田市議会の「議会だより」が回ってきた。議会でも島

田市内の学生から意見を聞いているようだった。若い世代が島田市を

どのように捉えているのか声を聞くことも、若い人に興味を持っても

らう上で必要だと思う。 

Ｃ 委 員：現在、若い女性が市外に流失し、大学に行ってそのまま戻ってこない

ということが地方の課題となっている。一度、市外に出たとしても将

来的に島田に戻ってきたくなるように、高校生にアプローチしていく

ことが大切。 

 

(4) 協議事項 

① 第４次島田市男女共同参画行動計画実施計画及び内部評価について 

② 事業ヒアリングの選定について 

資料 3-1、3-2、3-3、実施計画書にしたがって、事務局より説明。 

 

Ｃ 委 員：資料 3-1 の(2)令和６年度事業との比較の表の下に、内的要因、外的

要因、設計要因という３つの分類がある。内的要因の「実施体制の強

化や事業手法の見直しに改善が見込まれるもの」というのは、低下し

た原因が実施体制の不十分さや事業手法の改善に遅れがあるという

意味か。 

事 務 局：そのとおりである。実施体制が不十分であったり、事業手法の検討が

十分でなかったことが低下に繋がったとご理解いただければ良い。 

Ａ 委 員：事業ナンバー10の「親子向け調理実習教室の開催」について、昨年度

よりも参加実績が低下している理由は何か。また、料理教室と言って

も色々あると思うが、あまり食いつきが良くないのか。 

事 務 局：実施計画書の課題欄に記載があるように、会場規模の都合により人数

が減ったものと受けとめている。学校給食課の事業なので、詳しいこ

とは断言できないが、給食を試食する企画などは人気があるので、こ

の事業も人気があるのと思われる。実施回数等を増やすことが可能で

あれば、数字も維持できたのではないかと推測されるが、給食センタ

ーを利用するためには、給食の調理がない時期に限定され、人員配置

や清掃業務との関係で、開催回数に制約があるかもしれない。 

Ｃ 委 員：この事業は親子で参加することが大切だと思う。男女共同参画の視点
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から言うと、単に親というだけでなく、父親など男性がお子さんと一

緒に参加されるのが理想的な形だが、実施計画書では大人としか記載

されておらず、性別の記載がない。男女共同参画の趣旨を踏まえるな

らば、男性の参加について考えや評価をするなど、行っていただきた

い。このあたりを、ヒアリングで詳しく聞くのも良いかもしれない。 

Ｂ 委 員：実施計画書を見ると、令和６年度から 10 年度までの５年間、同じ目

標値が入っており、令和６年度で 100％以上であっても、令和７年度

も目標値が変わっていないものがある。多くの事業で数値が変わって

いないようだが、この数値の設定の考え方を教えていただきたい。 

事 務 局：基本的には、担当課で目標値を設定している。目標値が伸びない要因

としては２つ考えられる。一つは、場所的な問題や実施回数に制限が

あり、これ以上伸ばすことが難しいもの。もう一つは、ある基準以上

の成果を上げており、それ以上は力を入れていく必要がないと捉えら

れていることと考えられる。 

Ｂ 委 員：一般企業の考えだと、目標値を達成しているのであれば、次の年は目

標を上げる、達成が難しいのであれば、目標を下げるなど、毎年見直

しをすると思う。 

事 務 局：おっしゃることはよくわかる。民間企業（特に株式会社）であれば、

拡大再生産を目指し、大きくするというのが前提にあり、目標を達成

しているのであれば、次は更なる目標を設定するのは当然のことと思

う。一方で、市役所などの公的機関においては、目標を立てるが、人

と予算をどこにどれだけ配分するかということになる。その中で目的

を達成しているのであれば、その事業はそこで終わり、他の事業に人

と金を回すということも十分にあり得る。 

Ｃ 委 員：基本的な考えとして、例えば２年程度連続して目標をクリアしている

場合は、行政であっても目標設定を上げたほうが良いと考える。 

Ｂ 委 員：目標を達成しているのであれば、お金がかからない部分で、次の年は

変えていく、または別の目標にするということはできるのではないか

と感じる。 

事 務 局：目標設定のやりようについては、個々の事業の都合もあるかと思うの

で、事業ヒアリングを通じて、聞いていただくのがよろしいかと思う。 

Ｅ 委 員：庁内からの意見として、「評価が下がったものだけでなく、向上した

事業も対象にしたらどうか」との意見があった。私が確認する中では、

評価が上がった事業の大半は評価基準を変えたことによるものが多

く、これは対象にならないと思った。また、テーマや分野を決めてヒ

アリングするのも良いかと思ったが、課題が広くあるので、１つに絞
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るよりも、毎年全体を見たうえでヒアリングをしたほうが良いのでは

ないかと感じた。 

Ｃ 委 員：ヒアリングする事業については、事務局側で基準を設けて、10事業を

選定しており、それに対して庁内会議で意見が出た。これまでの経験

上、「以前ヒアリングしたものは実施しない」、「満遍なくどの事業も

ヒアリングする」ということもあったが、事業全体を評価する中で、

結果として評価が低いものについては、何らかの問題は課題を抱えて

いるものであり、ヒアリングするほうが良いのではないかと思ってい

る。中には事業全てをヒアリングしている自治体もある。沼津市では、

３日間かけて全事業をヒアリングしている。１日当たり３～４時間、

事業によっては５分で終わるものもあれば、20～30分かかるものもあ

る。毎回時間が超過し、最後の事業は１時間以上遅れることもある。

委員も３日間連続で参加すると相当な負担になるが、効果は確実にあ

る。最初の頃は、各課の自己評価シートがまちまちで、詳しく理由を

説明している課もあれば、１行だけの報告しかない課もあった。しか

し、何年も繰り返すことで、評価の書き方が統一され、レベルが上が

ってきた。各課も根拠を示して自己評価を説明するようになった。ま

た、質問する側のレベルも上がり、かなり高度なやり取りができるよ

うになっている。現在のところ、島田市では全事業をヒアリングする

のは難しいかもしれないが、今回の事務局案のＢ＋以下という基準で

まず選定し、その他、特に気になる事業があれば、それも含めるとい

う形で良いかと思う。ご意見を伺いたい。 

Ｅ 委 員：昨年度と同様に、事前にシートが送付されるのか。 

事 務 局：そうである。事前に委員の皆様からご質問をいただき、各課に確認し

てもらう。 

Ｃ 委 員：それでは、ヒアリングする事業については、事務局案をベースにした

いと思う。他にご意見はいかがか。 

Ｅ 委 員：今年度も人材育成事業を実施するのか。 

事 務 局：12月初旬から１か月に１回、全４回での実施を予定している。 

Ｅ 委 員：昨年度は、政治分野に焦点を当て、議会の傍聴や市議の方のお話をお

聞きするなどの内容だったかと思うが、今年度はどのようにお考えか。 

事 務 局：今年度は、行政で実施できるという利点を活かし、昨年度の内容をベ

ースにしたものを検討している。昨年度の参加者からは、「普段政治

に触れる機会がなかったので新鮮だった」との感想をいただいた。今

年も同様のアプローチをしたいと考えている。加えて、市の事業がど

のようなルールやプロセスによって決められるのか、市政の仕組みも
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学んでいただく場にできないかと考えている。将来的には、市の審議

会に参加していただくとか、地元の自治会の意思決定の場に参画いた

だく人が増えることに繋がるような取組になるのが望ましいと考え

ている。 

Ｃ 委 員：人材育成事業については、何の人材を育成するのか、ゴールや目標を

明確にしたほうが良いかと思う。これまでの取組を踏まえると行政の

政策や事業に対して、市民として自分の意見を言える女性を育てるこ

とかと思う。講座をきっかけとして、市の委員会や審議会の委員の募

集があった際に、積極的に手上げする人材が増えることで、わかりや

すい指標として女性の登用率の向上にも繋がっていく。遠い将来には、

実際に議員となって活動する方も出てくると、「私も関わってみよう」

という方がより出てくるのではないかと思う。現状は、市が直接人材

育成しているところだが、例えば外部の企業や経済団体などと連携す

るのであれば、企業の経営層や管理職を目指す女性の人材育成をする

ことも考えられる。 

Ｅ 委 員：市政には、まちづくりなども含まれるのか。若いお母さんたちがＮＰ

Ｏ活動などを通じて、まちがどのようになると良いか考えている事例

もある。そのような人たちにも入口として参加いただき、この人材育

成講座を紹介できるような仕組みになると良い。女性からの声も拾う

必要があると思う。 

事 務 局：一番望ましいのは、意見を言える女性が次々と出てくることかと思う。

その意味では、子育て支援ネットワークなどの組織が、女性の人材育

成の母体になっており、流れを生み出していると感じる。今年の人材

育成事業については、色々と検討していきたい。 

Ｃ 委 員：意見を言える人がどんどん出てくると、さらに後に続く人を引っ張っ

てくださり、人材供給も増える。子育て支援などの分野から出発した

人材が、やがて市政全体に関心を持ち、広がっていくというサイクル

が作られると良い。私が静岡市や浜松市で関わった事業では、人材育

成事業を通じて、最終的には市民が色々と政策提言できるというもの

だった。中には、最終的な政策提言まで２年間かけてしっかりやるケ

ースもあった。１年目は基礎的な講座をやって、２年目では、自分達

の関心がある分野にテーマを定めて勉強を重ね、最終的には報告会で

市長や幹部職の人に提案するケースもある。２年かけてやるので、も

のすごくレベルの高いものになるし、実際にそこで育った人材が、委

員会や審議会の委員をやるだけではなく、また自分達で集まってＮＰ

Ｏ法人を立ち上げ、どんどん活動をしている。島田にも同じようなと
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ころがあるのではないかと思う。 

Ｄ 委 員：実際に女性の島田市議の中には、自分の持ち味を打ち出して、男女関

係なく仲間を集めて取り組んでいる方もいる。その意味では、島田は

女性市長ということに大きな意味があると思う。市長自身も、女性目

線で進言できる人に早く出てきてもらい、仲間を増やしてもらいたい

と思っているのではないか。 

Ｃ 委 員：全国の事例を見ると、１年で数回の講座では、なかなか育成はできな

いので、成功している地域は長期的な計画を立てている。効果的な手

法の事例としては、講座を基礎講座と応用講座にレベル分けして実施

している。初心者向けの基礎講座では、男女共同参画などの理論から

始めて、女性が意見を言えるようになるまでを学ぶ。応用講座では、

組織の作り方や人を集めて事業を実施する方法などを学ぶ。年間８～

10 回の講座を設けて、基礎編が修了した人は、応用編に進んでいく。

それを毎年、並行して取り組んでいくことで、本当に地域で活躍でき

る人材が育っていく。島田の場合は、７月にフォーラムがあるが、も

っと早い段階で人材育成事業ができるのが望ましい。 

事 務 局：人材育成事業については、まだ１回しか実施していないので、温かく

見守っていただきたい。現在のところは、能力アップという段階では

なく、参加者に刺激を与えてモチベーションを高める段階で、そこか

ら先の部分はまだできていない。将来的には、ご指摘いただいたよう

な形に発展させられればと考えているので、皆様にもご協力をお願い

したい。 

Ｅ 委 員：市内のお母さんや女性起業家に話をお聞きすると、意見や不満はたく

さんあるが、それを自分の意見として行動に結び付ける方法を知らな

い方が多い。人材育成事業を通じて、単に意見や不満を言うのではな

く、「ではこうしてみよう」「ここで意見を言ってみよう」といった前

向きなアクションに変わるのではないかと思う。 

Ａ 委 員：人材育成事業の中では、基礎編と応用編があるとのことだったが、応

用編については、既に受講した人が自ら動いて欲しいと感じる。全て

を市でお膳立てする必要はないかと思う。 

Ｃ 委 員：私が携わっている女性カレッジでは、その卒業生が講師として登壇し、

先輩が後輩を育てるというサイクルが形成されている。そのようなサ

イクルが作られると、受講生も主体的に参加する。初期の段階では、

市外の講師を招くこともあるが、やがて島田市の人材が講師になって

いく流れが一番望ましい。そのためにも、まずは人材をストックしな

ければならない。事業を何年か継続する中で、市内から講師を招くこ
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とができるようになり、さらに応用編を拡大していくという展開も可

能になる。応用編のテーマは多岐にわたる。経済、政治、行政、環境、

まちづくり、子育てなど様々な分野から、各自が関心のある分野に絞

って学んでいく。このようにして、各分野の女性リーダーを育成して

いくという展開が考えられる。 

 

５ その他 

第２回島田市男女共同参画推進委員会の開催について 

 令和８年 11月６日（金）19時から、市役所３階 大会議室 

  

※以上をもって、閉会。 


